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項 目 要 約 

１．研究開発の概要 

 

高速増殖炉（以下「ＦＢＲ」という。）の経済性向上のためには、多く

の燃料を燃焼度制限まで効率よく使い、炉心の平均燃焼度を向上させる

ことが重要であり、そのためには炉心内での燃料配置の最適化が必要で

ある。軽水炉では燃料配置最適化の研究が精力的に行われ、計算機によ

る最適化ツールも開発されていることも踏まえ、本研究では、「もんじ

ゅ」を例として、ＦＢＲにおける燃料配置最適化の手法を開発し、実用

炉への適用性を検討した。 

 

２．総合評価 簡易計算と遺伝的アルゴリズムと局所最適化等の最適化アルゴリズム

を組み合わせることにより、現実的な計算時間の範囲で燃料配置の最適

化パターンを得る手法を見出したことは今後の実用化につながる成果

として評価できる。 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている。 

Ａ）優れた成果が挙げられている。 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている。 

Ｃ）部分的な成果に留まっている。 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない。 

 

 

Ａ 


